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まちの話題

民生委員・児童委員紹介

お知らせほか

玉黄金

２月号の主な内容ぐりぶーがやってきた！

　平成 27 年 10 ～ 11 月に鹿児島県内で開催さ

れる「第 30 回国民文化祭・かごしま 2015」の

周知のため、県のＰＲキャラクター「ぐりぶー」

が龍郷町を訪れました。子どもたちと交流を深

めながら、国民文化祭をアピールしました。
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ま
ち
の
話
題

　

県
の
「
優
れ
た
地
域
塾
」
に
認
証

　
　
　
　

龍
郷
や
ち
ゃ
ぼ
う
塾
（
龍
郷
校
区
）

2/6

（木）

側溝をきれいに

　奉仕作業で汗流す
1/23

（木）

　地域住民の生活の安全確保のため、㈱伊勢
産業土木（奄美市名瀬）が安木屋場集落内で
側溝清掃のボランティア作業を行いました。
　同集落にゆかりのある同社側から作業の申
し出があり、
集落側が環境
衛生面等を考
慮し、雨天時
には冠水の恐
れもある側溝
の清掃を依頼
しました。作
業 は 終 日 あ
り、 重 機 を
使って泥や草
木などをきれ
いに回収しま
した。

　

龍
郷
の
素
晴
ら
し
い
風
土
を
学
び
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
活
動
に
取

り
組
む
地
域
塾
「
龍
郷
や
ち
ゃ
ぼ
う
塾
」
が
、
優
れ
た
地
域
塾
と
し
て
鹿
児
島

県
の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
町
役
場
で
認
証
伝
達
式
が
あ
り
、
同
塾
の
白
畑
勝

政
塾
長
に
認
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
県
か
ら
の
認
証
は
、
町
内
で
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
先
人
の
教
え
や
教
育
を
大
事
に
す
る
伝
統
・
風
土
を
生
か
し
な
が

ら
、
異
年
齢
集
団
で
の
体
験
活
動
を
通
し
て
思
い
や
り
の
心
や
自
律
心
、
社
会

的
な
規
範
意
識
な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
す
「
か
ご
し
ま
地
域
塾
推
進

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
県
内
の
地
域
塾
は
76
団
体
（
平
成
25
年
８
月

現
在
）
あ
り
ま
す
。

　

や
ち
ゃ
ぼ
う
塾
は
、
龍
郷
と
安
木
屋
場
集
落
の
子
ど
も
会
が
母
体
。
地
域
内

に
あ
る
豊
か
な
自
然
を
舞
台
に
、
様
々
な
体
験
活
動
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

文化財を守ろう！

　防火デーに訓練
１/27

（月）

　「文化財防火デー」（毎年１月 26 日）に合
わせて、瀬留カトリック教会で防火訓練があ
りました。参加者は、国有形文化財に指定さ
れている同教会での消火活動などを通して、
文化財保護に向けた機運を高めました。
　訓練には、龍郷町教育委員会、 大島地区消
防組合龍郷消防分署、町消防団の浦・瀬留両
班のほか、地域住民らが参加。消火器を使っ
た消火活動などを実践し、自分たちでできる
初期消火の手段を学びました。 

自然の中で活動に取り組む
　　　　「龍郷やちゃぼう塾」



3　広報たつごう

　民生委員・児童委員は、誰もが安心して暮らしやすい
地域社会を作るために、地域住民の要望を関係機関に伝
えるとともに、一人暮らしの高齢者や障害者等の訪問・
相談などの支援を行います。
　皆さんの身近なところで活動を行っていますので、
困ったことがあればお気軽にご相談ください。（敬称略）

山田　眞砂子
秋　名

廣島　敬久
幾　里

牧原　キヌ子
嘉　渡

柿　喜美夫
円

広瀬　次子
安木屋場

吉見　順一
龍　郷

岩崎　サダ子
久　場

岩切　順夫
瀬　留

岡　良和
玉　里

岡山　チカ子
屋　入

新島　義光
浦

当田　照美
大　勝

山田　美記子
川　内

西田　ツナ子
中　勝

山口　利博
下戸口

森　弘
中戸口

泉　辰郎
上戸口

前島　きそみ
手　広

渡　麗子
赤尾木

福山　道雄
芦　徳

松田　蔦江
秋　名

【主任児童委員】

音野　優子
赤尾木

【主任児童委員】

民生委員 ・児童委員が新しくなりました
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　後納制度は、過去 10 年間に納め忘れた保険料を納付することにより、将来の年金額を増やすこ
とができるものです。
　また、年金を受給できなかった方は後納制度を利用することで年金が受けられる場合があります。
　過去 10 年以内に納め忘れの保険料がある方は、ぜひ後納制度をご利用ください。
　なお、後納制度が利用できる期限は平成 27 年９月 30 日までとなっています。お早めに申し込
みください。

　すでに後納制度を申し込まれた方で、平成 16 年４月以降分の後納保険料の納付がお済みでない
方は、納付書に記載された使用期限（平成 26 年３月 31 日）までに納付をお願いします。
　なお、使用期限までに納付できなかった方が、平成 26 年４月以降に納付を希望される場合は、
新たな加算額による納付書を発行しますので「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金
事務所にご連絡ください。

【ご注意】平成 16 年３月以前の後納保険料は、10 年を超えるため平成 26 年４月以降は納付でき
ません。

国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）
０５７０－０１１－０５０

０５０から始まる電話でおかけになる場合は
０３－６７３１－２０１５

※お問い合わせの際は基礎年金番号が分かるものをご用意ください。
※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後７時まで相談をお受けします。
※祝日（第２土曜日を除く）、12 月 29 日～１月３日はご利用いただけません。
※ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご
利用いただけます。ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は、通常の
通話料金がかかります。
※「０３－６７３１－２０１５」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。
※「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番を付けて間違い電話になっているケースが
発生していますので、おかけ間違いにはご注意ください。

国民年金後納制度で将来の年金額を増やせます

後納保険料の納付書の「使用期限」にご注意ください

後納制度の申し込み・納付書の再発行のお問い合わせは

国民年金

《受付時間》
月曜日　　　　午前８時３０分～午後７時
火～金曜日　　午前８時３０分～午後５時１５分
第２土曜日　　午前９時３０分～午後４時

公共事業入札の公表 平成 26 年１月
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平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保

存
制
度
の
対
象
と
な
る
方
が
拡
大
さ
れ
、
事
業

所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず

べ
き
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
方
（
所
得
税
の
申

告
が
必
要
な
い
方
も
含
ま
れ
ま
す
）
が
、
売
上

げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
経
費
に
関
す

る
金
額
等
を
帳
簿
に
記
載
し
、
そ
の
帳
簿
や
取

引
に
係
る
請
求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
の
「
個

人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
帳
簿
の
記
載
・

記
録
の
保
存
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
務
署
が
実
施
す
る
「
記
帳
説
明
会
」

等
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
の
所
得
税

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
島
税
務
署　

※
自
動
音
声
案
内

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９
７
‐
52
‐
４
３
２
１

　

大
島
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
福
祉

課
は
、
奄
美
市
名
瀬
の
名
瀬
公
民
館
で
「
自
殺

予
防
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
と
し
て
、

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
琉
球
病
院
の
福

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

田
貴
博
医
師
、
末
広
町
法
律
事
務
所
（
ひ
ま
わ

り
基
金
法
律
事
務
所
）
の
鈴
木
穂
人
弁
護
士
が

登
壇
し
ま
す
。

　

全
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
10
年
以
降
長
期

に
わ
た
り
年
間
３
万
人
を
超
え
、
鹿
児
島
県
に

お
い
て
も
毎
年
約
４
０
０
人
の
方
が
自
殺
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
、
自
殺
の
現

状
や
心
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
関
心
を
深
め
る
こ
と
で
自
殺
者
数
の

減
少
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

平
成
26
年
３
月
14
日
（
金
）

　

午
後
３
～
５
時
半
（
午
後
２
時
半
受
付
）

●
場
所　

奄
美
市
名
瀬
公
民
館

●
対
象　

一
般
住
民
、
関
係
機
関
職
員

●
そ
の
他　

大
島
支
庁
の
駐
車
場
は
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
さ

れ
る
か
、
乗
り
合
わ
せ
に
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、会
場
に
は
暖
房
器
具
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

防
寒
対
策
に
つ
い
て
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

奄
美
・
沖
縄
航
路
の
拠
点
機
能
強
化
を
図
る

た
め
整
備
を
進
め
て
い
る
鹿
児
島
港
新
港
区
に

つ
い
て
、
現
在
整
備
中
の
岸
壁
等
を
３
月
15
日

に
一
部
供
用
開
始
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
同
日

午
後
か
ら
旅
客
待
合
所
を
移
転
し
ま
す
。

　

な
お
、
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
現
在
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
面
の
間
は
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
移
転
日　

３
月
15
日
（
土
）
午
後
か
ら

●
移
転
先　

奄
美
・
沖
縄
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
３
階
（
現
在
の
第
１
待
合
所
か
ら
桜
島
側
へ

約
２
５
０
㍍
）

●
県
庁
港
湾
空
港
課
（
問
い
合
わ
せ
先
）

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
６
４
５

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
６
２
９

　
　

メ
ー
ルkago-p@

pref.kagoshim
a.lg.jp

　

４
月
か
ら
消
費
税
率
が
５
％
か
ら
８
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
８
％
の
う
ち
１
・
７
％
は
、

地
方
消
費
税
と
し
て
都
道
府
県
の
収
入
、
そ
の

半
分
が
市
町
村
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

各
税
務
署
に
「
改
正
消
費
税
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
県
や
市
町
村
に
も

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
や
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
引
き
上
げ
分
の
地
方
消
費
税
の
使
い
み
ち

　

年
金
、
医
療
、
介
護
の
社
会
保
障
給
付
、
少

子
化
対
策
な
ど
の
経
費

●
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
２
０
２

◆
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

　

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

◆
自
殺
予
防
講
演
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
支
庁

◆
３
月
15
日
か
ら
待
合
所
移
転

　
　
　
　
　

鹿
児
島
港
新
港
区

　

消
費
税
価
格
転
嫁
等
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
７
０
‐
２
０
０
‐
１
２
３

　

最
寄
り
の
税
務
署

　

こ
の
制
度
は
、
大
島
本
島
内
の
高
校
に
バ
ス

通
学
を
す
る
生
徒
の
定
期
券
購
入
費
を
全
額
助

成
す
る
も
の
で
す
。
必
要
な
書
類
等
を
持
参
の

う
え
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
要
件
を
満
た

し
て
い
ま
す
と
「
通
学
費
補
助
許
可
証
」
を
発

行
い
た
し
ま
す
。

　
【
助
成
の
要
件
】

・
生
徒
、
保
護
者
と
も
に
龍
郷
町
に
住
所
が
あ

る
こ
と

・
保
護
者
が
町
税
及
び
各
種
使
用
料
を
す
べ
て

納
め
て
い
る
こ
と

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
新
２
・
３
年
生
は
現
学
年
の
在
学
証
明
書
（
コ

ピ
ー
可
）、
新
１
年
生
は
合
格
証
明
書
（
同
）

・
申
請
者
（
生
徒
も
し
く
は
保
護
者
）
の
印
鑑

【
申
請
期
間
】

・
３
月
３
日(

月)

～
３
月
31
日(

月)

※
新
２
・
３
年
生
は
３
月
購
入
分
か
ら
新
年
度

許
可
証
を
使
用
で
き
ま
す

【
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
総
務
企
画
課

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
69
‐
４
５
１
２
（
直
通
）

◆
４
月
か
ら
消
費
税
引
き
上
げ

◆
高
校
生
バ
ス
通
学
費

　
　
　

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ
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～役場窓口のご案内～
　

龍
郷
町
は
昨
年
４

月
に
課
の
統
廃
合
を

図
り
、
総
務
企
画
課

（
旧
総
務
課
、
企
画

財
政
課
）、
町
民
税

務
課
（
旧
町
民
課
、

税
務
課
）
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

課
の
再
編
に
伴
う

窓
口
の
移
転
か
ら
約

１
年
が
経
過
し
ま
す

が
、
改
め
て
各
課
配

置
図
を
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

　

２
～
３
月
は
確
定

申
告
の
時
期
で
す
。

税
務
申
告
や
相
談
を

受
け
付
け
る
税
務
係

は
役
場
正
面
入
口
か

ら
入
っ
て
す
ぐ
、
左

側
に
移
転
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

階段

税務関係窓口は
　　　正面入口の左側です

正面入口
税務申告
相談窓口
カウンター
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龍郷町の人口
平成 26 年 1 月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,979

6,181
　
2,994

3,187

-9
　
-13

-4

-9

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
12
月
届
出
】

  

尚  　

胡こは
ね羽

【
１
月
届
出
】

藤
川　

理りひ
と仁

豊
山　

浩ひろ
と斗

永
井　

悠ゆう

重
山　

美み
る
く
瑠
來

作
田
　
海み
お桜

元
多
　
笑しょ
う
き喜

松
元　

鈴べる
な菜

赤
尾
木

中
戸
口

手
広

中
勝

幾
里

玉
里

玉
里

玉
里

保
護
者
名

健
三
郎

智
里

浩
康

辰
之

茜一
生

心士
郎

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
１
月
届
出
】

長
田　

順
喜

　
　
　

義
弥

大
江　

花

德
田　

利
藏

　
　
　

ア
ツ
子

　

山　

文
幸

再
田　

都
磨
子

柳
田　

輝
美

中
村　

那
義

竹
田
　
ウ
メ
子
　 （

69
）

（
44
）

（
95
）

（
86
）

（
83
）

（
89
）

（
64
）

（
62
）

（
76
）

（
74
） 円大

勝
嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

浦
（
愛
寿
園
）

中
戸
口

大
勝

浦浦中
勝

浦
（
愛
寿
園
）

香
典
返
し
お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
１
月
届
出
】

・
安
木
屋
場
の
大
江
強
さ
ん

　
　
　
　
（
故
大
江
花
さ
ん
の
子
）

・
中
戸
口
の　
　

重
さ
ん

　
　
　
　
（
故　

ア
ツ
子
さ
ん
の
夫
）

・
中
勝
の
中
村
ユ
リ
子
さ
ん

　
　
　
　
（
故
中
村
那
義
さ
ん
の
妻
）

・
奄
美
市
の
武
田
富
子
さ
ん

　
　
　
　
（
故
川
村
花
さ
ん
の
子
）

香
典
返
し
お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

・
重
田
ス
イ
子
さ
ん
（
故
重
田
留
藏
さ
ん

の
妻
）
か
ら
、
秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲
葉
会
、

幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
、
秋
名
平
瀬
マ

ン
カ
イ
保
存
会
へ
。

・
嘉
渡
の
箕
輪
シ
ギ
子
さ
ん
（
故
箕
輪
隆

治
さ
ん
の
妻
）
か
ら
、
嘉
渡
集
落
、
嘉
渡

老
人
ク
ラ
ブ
へ
。

・
龍
郷
の
奥
田
純
朗
さ
ん
（
故
奥
田
ト
ミ

広 

報 

送 

付 

お 

礼

・
神
奈
川
県
の
中
道
末
子
さ
ん

・
神
奈
川
県
の
宮
川
エ
ミ
さ
ん

・
神
奈
川
県
の
興
山
ト
ミ
さ
ん

・
愛
知
県
の
伊
藤
み
ど
り
さ
ん

奥
田
　
ト
ミ
ヱ

岩
元
　
治
美

川
村
　
花

勝
房　

宣
光

岡
山　

健
幸

丸
山　

幸
子

川
野　

源
司

（
85
）

（
73
）

（
87
）

（
56
）

（
75
）

（
71
）

（
91
） 龍

郷
秋
名

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

浦浦赤
尾
木（
星
の
園
）

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

ヱ
さ
ん
の
子
）
か
ら
龍
郷
集
落
へ
。

・
赤
尾
木
の
森
山
達
弘
さ
ん
（
故
森
山
金

義
さ
ん
の
子
）
か
ら
赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

へ
。

・
赤
尾
木
の
渡
勉
さ
ん
（
故
渡
テ
ツ
エ
さ

ん
の
子
）
か
ら
赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ
へ
。

・
岩
元
隆
志
さ
ん（
故
岩
元
治
美
さ
ん
の
子
）

か
ら
、
秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲
葉
会
、
幾
里

老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
、
秋
名
平
瀬
マ
ン
カ

イ
保
存
会
へ
。

・
鹿
児
島
の
上
岡
小
百
合
さ
ん
（
故
岡
山

健
幸
さ
ん
の
子
）
か
ら
、
浦
集
落
、
浦
老

人
ク
ラ
ブ
へ
。

里



11　広報たつごう

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

４（火）元気はつらつ教室 13：30～ どぅくさぁや館

６（木）
１歳６カ月健診 13：00～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30～ 〃

７（金）キッズクラブ 10：00～ 〃
11（火）元気はつらつ教室 13：30～ 〃
12（水）じゃがいも会 13：30～ 〃

13（木）
中学校卒業式 各学校
でぃでぃクラブ 13：30～ どぅくさぁや館

16（日）公民館講座合同閉講式 開場 12：30～
開演 13：00～ りゅうゆう館

18（火）元気はつらつ教室 13：30～ どぅくさぁや館

19（水）
母子歯科相談 13：30～ 〃
たつごう在宅家族の会 14：00～ 町中央公民館

20（木）でぃでぃクラブ 13：30～ どぅくさぁや館
24（月）小学校卒業式 各学校

25（火）
小中学校修了式 〃
元気はつらつ教室 13：30～ どぅくさぁや館
おなかスッキリ運動教室 19：30～ 〃

26（水）じゃがいも会 13：30～ 〃
27（木）でぃでぃクラブ 13：30～ 〃
28（金）キッズクラブ 10：00～ 〃

３月行事予定表

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

３月のどぅくさ会 時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。
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玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
を

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

２
月
生
ま
れ

大山　雄靖
おおやま　ゆうせい

Ｈ２５. ２. ２　生

父 輝史　母 真紀  赤尾木

くん  榊　悠太郎
さかき　ゆうたろう

Ｈ２５. ２. １　生

父 慶太郎　母 麻樹  芦徳

くん

小池　翔大
こいけ　　しょうた

Ｈ２５. ２. １２　生

父 弘章　母 祥子　浦

くん 小原　咲愛
 こはら　　 さ  ら

Ｈ２５. ２. ８　生

父 幸彦　母 愛実　浦

ちゃん

久保　心花
  く ぼ　　  こはな

Ｈ２５. ２. ７　生

父 岳大　母 知子  赤尾木

ちゃん

山口　央聖
やまぐち　おうせい

Ｈ２５. ２. ２８　生

父 幸治　母 千春  中戸口

くん 實川　佑之助
さねかわ 　ゆうのすけ

Ｈ２５. ２. １２　生

父 安仁　母 麻子　赤尾木

くん

　１月にりゅうゆう館と町内の小学校２校
を会場として「弁当の日」の提唱者である

竹下和男先生の講演会が行われました。講演会後，子どもたちの行動や意識に変化がありました。
さっそく台所に立ち始めた子どもたちが何人もおり，日記や感想文には親への感謝や家族への思
いやりの気持ちの内容があふれていました。いくつか紹介します。
　　　○体調が悪くなった母親のためにオムライスを作って母親に涙させた子
　　　○サンドイッチらしいものを自分で作ってみたと日記に書いてきた子
　　　○幼い弟，妹の世話に忙しい親にかわって食事を作った子
　「食べること」は「生きること」。食べることを大切にして豊かな人生がおくれるように，子ど
もたちに「食」について伝えていきたいものです。

「台所に立つ子どもたち」


